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セ

ン

タ

ー

日

誌

学
校
の
変
遷
を
顧
み
て

　
　
　
　幌

加
内
町
教
育
委
員
会

教
育
長
　
佐
　
藤
　
　
　
勝

下
川
町
は
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
発
祥
の
町
で
す
。
毎
年

二
月
に
開
か
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
は
町
内
全
域
で

す
。本
校
で
も
、三
年
生
以
上
が
協
力
し
て
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
完
成
後
は
、
校

門
前
な
ど
に
飾
り
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

(

下
川
町
立
下
川
小
学
校
）

11
月
13
日　

研
修
事
業
拡
大
会
議

12
月
９
日　

冬
季
拡
大
研
究
室
会
議

12
月
19
日　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

12
月
26
日
～
１
月
９
日

　
　
　
　
　

研
究
室
冬
季
集
中
研

１
月
６
日　

冬
季
合
同
所
員
研
修
会

１
月
22
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

２
月
３
日　

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会

２
月
12
日　

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

３
月
１
日　

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
119
号
発
行

３
月
31
日　

平
成
26
年
度
研
究
紀
要
第
40
号
発
行

４
月
１
日　
平
成
27
年
度
研
修
講
座
開
催
要
項
発
行

　

幌
加
内
町
は
、
上
川
総
合
振
興
局
の
西
側
に

陸
路
約
四
十
八
㎞
に
位
置
し
、
南
北
に
六
十
三

㎞
と
山
岳
に
囲
ま
れ
た
細
長
い
町
で
あ
り
ま
す
。

夏
の
気
候
は
温
暖
で
冬
は
寒
冷
・
多
雪
と
非
常

に
厳
し
い
気
象
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
の

北
に
位
置
す
る
道
立
自
然
公
園｢

朱
鞠
内
湖｣

を
含
む
自
然
豊
か
な
町
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
そ
ば
の
作
付
面
積
、
生
産
量

と
も
一
市
町
村
で
は
全
国
一
を
誇
っ
て
お
り
、

「
幌
加
内
そ
ば｣

は
、
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
夏

に
は
畑
一
面
、
白
い
そ
ば
の
花
が
咲
き
誇
り
、

雪
が
降
っ
た
よ
う
な
幻
像
に
と
ら
わ
れ
る
も
の

で
す
。
そ
の
最
盛
期
に
は
誰
も
が
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
例
年
九
月
上
旬
に
今
年（
八
月

二
十
九
日
）で
二
十
二
回
を
数
え
る「
新
そ
ば
祭

り
」
の
開
催
に
は
、
二
日
間
で
五
万
人
に
も
上

る
そ
ば
愛
好
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
町
の
人
口
の
三
十
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
こ
れ
ま
で
本
町
で
は
、
限
り
な

い
過
疎
化
の
進
展
、
少
子
化
が
進
む
中
、
児
童

生
徒
の
数
が
著
し
く
減
少
し
、
学
校
の
統
廃
合

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
の
小
中
学
校
は
、
昭
和
二
十
五
年

（
１
９
５
０
）、
小
学
校
は
十
一
校
、
在
籍
児

童
数
は
二
二
五
三
名
、
中
学
校
は
七
校
で

一
〇
二
九
名
の
生
徒
が
在
籍
し
、
施
設
も
充
分

と
は
い
え
ず
、
一
ク
ラ
ス
五
十
人
を
超
え
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
町
は
、
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら

人
口
減
少
に
伴
い
、
そ
れ
と
併
せ
て
学
校
も
統

廃
合
が
始
ま
り
、
徐
々
に
学
校
が
一
つ
二
つ
と

姿
を
消
し
て
い
く
一
途
を
辿
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
建
立
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
教

育
、
文
化
交
流
の
拠
点
と
な
る
べ
く
学
校
の
建

立
に
力
を
注
い
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
た
学
校
が
無
く
な
る

こ
と
が
地
域
は
も
と
よ
り
、
本
町
に
と
っ
て
も

と
て
も
寂
し
く
辛
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
役
場
所
在
地
に
幌
加
内
小
・
中
学

校
各
一
校
、
北
に
朱
鞠
内
小
学
校
、
そ
の
他
町

立
の
幌
加
内
高
校
が
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
は

小
学
校
九
学
級
で
、
朱
鞠
内
小
学
校
の
三
学
級

が
複
式
学
級
の
八
十
二
名
で
、
中
学
校
は
特
別

支
援
学
級
を
含
む
四
学
級
の
四
十
二
名
の
い
ず

れ
も
小
規
模
校
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
学
校
が
統
廃
合
に
な
り
、

そ
の
歴
史
を
閉
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の
社

会
の
流
れ
に
対
応
し
た
最
善
の
選
択
と
考
え
ま

す
が
、
姿
を
消
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
か
ら
は
、

多
く
の
卒
業
生
が
世
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　

母
校
を
失
っ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
学
舎
を
偲
ぶ
と
き
、
意
中
に
は
一
抹
の
寂
し

さ
を
覚
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。「
私

も
そ
の
ひ
と
り
で
あ
り
ま
す
。」
今
後
は
、
こ
の

よ
う
な
色
々
な
思
い
、
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、

今
日
、
本
町
の
教
育
の
最
前
線
と
な
る
三
校
が
、

幌
加
内
の
子
供
た
ち
の
真
の
母
校
と
し
て
時
間

を
刻
み
、
躍

動
に
満
ち
た

故
郷
の
唯
一

の
学
校
と
し

て
、
着
実
に

歩
み
続
け
る

も
の
と
思
い

ま
す
。

随

想

小
中
連
携
の
取
組
の
一
環
と
し
て
本
校
生
徒
が
校
区
の
神

居
東
小
学
校
と
雨
紛
小
学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
入
学

を
間
近
に
控
え
た
六
年
生
に
中
学
校
生
活
の
紹
介
や
入
学

後
の
不
安
や
中
学
校
生
活
の
疑
問
に
答
え
た
り
、
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。そ
の
名
も「
不
安
解
消
ス
ッ
キ
リ
訪
問
」

で
す
。
後
輩
た
ち
が
少
し
で
も
安
心
し
て
入
学
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
で
す
。

　
　
　
　
　 （
旭
川
市
立
神
居
東
中
学
校
）



上川教育研修センターだより
（２）

　

社
会
的
事
象
の
と
ら
え
さ
せ
方
や
言
語
活
動

を
用
い
た
授
業
づ
く
り
等
を
学
び
ま
し
た
。
特

に
発
問
の
組
み
合
わ
せ
は
、
生
徒
の
理
解
を
左

右
す
る
の
で
、
研
修
の
成
果
を
生
徒
に

還
元
で
き
る
よ
う
、
教
材
研
究
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
中
川
町
立
中
川
中
学
校

髙
橋　

寛
光
）

　

児
童
生
徒
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
、
そ
の

在
り
方
や
ゴ
ー
ル
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
事
例
に
対
し
て
支
援
の
方

法
を
提
案
し
た
演
習
で
は
、
チ
ー
ム
で

問
題
解
決
に
あ
た
る
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
士
別
西
小
学
校坂

田　

朗
子
）

　

国
際
理
解
教
育
は
、
外
国
の
事
が
必

ず
入
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
て
と
い
う
訳

で
は
な
く
、
他
者
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
共
生
の
心
を
育
む
こ
と
も
国
際
理
解

の
考
え
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学
校　

細
川　

智
子
）

　

午
前
は
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
奥
深
さ
を
感

じ
、
午
後
は
本
に
関
す
る
実
践
発
表
や
情
報
交

流
と
一
日
中
、
本
を
持
つ
魅
力
と
そ
の
可
能
性

を
体
験
で
き
た
研
修
で
し
た
。
家
庭
や
地
域
に

戻
っ
て
ま
た
学
校
で
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
中
学
校　

加
納　

彰
子
）

26　国際理解教育　10/２

28　社会教育　10/７

＝
講
　
師
＝

金　
　

玹
辰
（�

北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校　

准
教
授
）

野
村　

智
明
（
忠
和
小　

教
頭
）

二
階
堂
貴
裕
（
近
文
小　

教
諭
）

新
山　

竜
彦
（
忠
和
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

相
川　

奈
生
（
旭
川
中　

養
護
教
諭
）

三
井　

政
紀
（
六
合
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

武
山　

昌
裕
（
雨
紛
小　

教
頭
）

山
名　

正
記
（
知
新
小　

教
諭
）

村
上　

政
義
（
共
栄
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

安
部　

尚
登
（�

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
北

海
道　

理
事
）

喜
多　

武
彦
（�

有
限
会
社
富
喜
堂　

代
表
取
締
役
）

宍
戸　

敏
彦
（
剣
淵
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

教
育
課
長
補
佐
）

石
田　

貴
宏
（�

上
川
教
育
局
社
会
教

育
指
導
班　

主
査
）

11　社会科指導　７/29　10/１

27　保健安全指導　10/２

研
　
修
　
講
　
座
　
寸
　
描

講
座
の
様
子
か
ら



上川教育研修センターだより
（３）

　

学
習
の
進
め
方
や
筆
の
も
ち
方
な

ど
、
授
業
に
役
立
つ
内
容
を
、
実
技
を

交
え
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
筆
使
い
の
指
導
に
つ
い
て
、
小
学

校
・
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
ポ
イ
ン

ト
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
下
川
町
立
下
川
小
学
校　

森
野
加
理
奈
）

　

指
導
者
が
児
童
生
徒
の
人
格
を
尊
重

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
授
業
は
、
学
校

教
育
の
基
本
で
あ
る
と
感
じ
、
大
変
有

意
義
な
も
の
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、「
子

ど
も
一
人
一
人
を
ど
う
育
て
て
い
く

か
」
を
常
に
考
え
、
目
標
を
も
っ
て
指

導
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び

ま
し
た
。

（
富
良
野
市
立
樹
海
小
学
校　

蜂
谷
百
合
恵
）

29　書写実技　10/７

16　生徒指導　８/１　10/ ９

＝
講
　
師
＝

矢
野　

敏
文
（�

北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校　

教
授
）

石
井　

千
賀
（
東
明
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

浜
崎　

成
巳
（
永
山
西
小　

教
頭
）

神
谷　

雅
和
（
末
広
小　

教
諭
）

山
田　

敏
之
（
光
陽
中　

教
諭
）

　

学
級
経
営
の
基
本
は
、
児
童
観
察
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
授
業
や
全
て
の
教
育
活
動
は
、
子

ど
も
と
の
信
頼
関
係
が
基
盤
に
な
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
研
究
協
議
で
は
、
実
践
交
流
か

ら
様
々
な
学
級
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
自
己
の
教
育
観
が
広
が
り
ま
し

た
。（
富
良
野
市
立
樹
海
小
学
校岩城　

司
）

　

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

お
け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
や
指

導
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
す
ぐ
に
生
か
せ
る
教
育
実
践
例

な
ど
も
提
示
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
知
新
小
学
校

佐
藤　

瑛
里
）

＝
講
　
師
＝

桑
原　

啓
成
（
愛
宕
小　

教
頭
）

岡　
　

栄
樹
（
神
楽
小　

教
諭
）

竹
谷　

康
史
（
東
栄
小　

教
諭
）

水
上　

典
美
（
北
都
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

髙
橋　

一
寛
（
正
和
小　

教
頭
）

米
澤　

德
之
（
朝
日
小　

教
諭
）

西
村　

美
樹
（
西
御
料
地
小　

教
諭
）

髙
綱　

智
美
（
明
星
中　

教
諭
）

３　学級経営②　10/８

18　生活科・総合的な学習の時間　８/４　10/10



上川教育研修センターだより
（４）

　

セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
で
は
、
指
導
計

画
や
授
業
作
り
に
即
座
に
反
映
で
き
る

手
立
て
が
多
く
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応

じ
た
様
々
な
工
夫
や
想
い
の
詰
ま
っ
た

授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
活
発
な
協

議
で
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
考
え
気
づ
く
こ
と

が
で
き
た
こ
と
等
、
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。（名

寄
市
立
中
名
寄
小
学
校　

濵
田　

愛
）

　

自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
言
葉
を
書

く
た
め
の
ヒ
ン
ト
、
用
具
の
種
類
や
扱

い
方
等
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
大
変

有
意
義
な
講
座
で
し
た
。
書
き
た
い
思

い
の
ま
ま
に
書
い
た
言
葉
は
相
手
に
伝

わ
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
分

か
り
や
す
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
豊
岡
小
学
校　

本
多　

希
）

　

ダ
ン
ス
の
魅
力
は
、
自
由
に
創
る
楽
し
さ
や

思
い
が
け
な
く
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
に
気
付
く

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
明
る
く

元
気
に
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
学
ぶ

姿
に
感
動
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康

に
生
き
る
た
め
の
体
育
の
充
実
に
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
常
盤
中
学
校　

佐
藤　

正
史
）

　

和
紙
に
筆
で
描
く
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ン
ジ

で
ス
タ
ン
プ
を
押
す
よ
う
に
描
く
な
ど
、

墨
絵
に
よ
る
表
現
の
多
様
性
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た

作
品
を
参
加
者
同
士
で
鑑
賞
す
る
機
会

も
あ
り
、
楽
し
く
墨
絵
の
表
現
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
上
富
良
野
町
立
上
富
良
野
西
小
学
校

　

中
明　

千
紘
）

17　道徳教育　８/４　10/15

31　書に親しもう　１/７

＝
講
　
師
＝

水
上　

丈
実
（�

北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校
教
職
大
学
院　

教
授
）

山
本　

浩
貴
（
東
五
条
小　

教
諭
）

小
酒
井
晃
子
（
近
文
第
一
小　

教
諭
）

大　
　

恵
理
（
永
山
中　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

小
嶋　

康
博
（
愛
宕
中　

校
長
）

＝
講
　
師
＝

小
出　

高
義
（�

北
海
道
教
育
大
学
旭

川
校　

教
授
）

山
田　

宏
美
（
豊
岡
小　

教
諭
）

＝
講
　
師
＝

栗
林　

友
恵
（
神
居
東
小　

教
諭
）

30　体育科実技　10/14

32　絵に親しもう　１/７



上川教育研修センターだより
（５）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
＝
関
心
を
も
た
せ
る
、

と
い
う
意
味
合
い
が
個
人
的
に
は
強

か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
て
い

き
、
言
語
活
動
の
充
実
に
も
活
か
せ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
、
様
々
な
面
で
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
寒
町
立
和
寒
中
学
校　

北
川　

智
之
）

33　ミニ道研Ａ　12/26

＝
講
　
師
＝

中
島　

健
朗
（�

北
海
道
立
教
育
研
究

所
附
属
情
報
処
理
教

育
セ
ン
タ
ー　

研
究

研
修
主
事
）

　

講
座
を
通
し
て
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

言
語
活
動
が
目
的
と
な
る
授
業
で
は
な
く
、

授
業
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
核
と
な
る

言
語
活
動
を
位
置
付
け
て
い
け
る
よ
う
自
校
で

さ
ら
に
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。
実
り
の
あ

る
研
修
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
西
御
料
地
小
学
校

　

林　

裕
輔
）

＝
講
　
師
＝

大
脇　

明
子
（�

北
海
道
立
教
育
研
究

所　

研
究
研
修
主
事
）

澤
村　
　

巧
（�

北
海
道
立
教
育
研
究

所　

研
究
研
修
主
事
）

出
前
講
座
寸
描 

【
講
師
：
井
上
　
重
美（

上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）】

　

今
日
の
講
座
で
学
ん
だ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、

す
ぐ
に
学
級
に
活
か
せ
る
内
容
ば
か
り
で
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
研
修
終
了
後
は
参
加
者

の
表
情
も
ほ
ぐ
れ
、
会
場
の
空
気
も
暖
ま
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
き
め
細
や
か
に
ご

指
導
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
旭
川
市
立
啓
北
中
学
校　

斉
藤　

裕
子
）

【
講
師
：
山
田
　
宏
紀
（
忠
和
小
　
教
諭
）】

　

マ
ッ
ト
運
動
と
跳
び
箱
運
動
の
実
技
を
通
し

て
、
実
際
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
に
な
っ
て
指
導
方
法
を
ま
な
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
体
の
動
き
を

意
識
で
き
る
よ
う
な
声
か
け
や
支
持
の
仕
方
な

ど
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（
士
別
市
立
多
寄
小
学
校　

紺
野　

愛
子
）

【
講
師
：
目
黒
　
克
彦

（
美
深
町
立
仁
宇
布
中
　
教
頭
）】

　

今
回
の
研
修
で
は
、
生
徒
指
導
上
大
き
な
問

題
が
な
い
今
が
研
修
を
深
め
、
生
徒
を
伸
ば
す

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
、
事
故
対
応
で
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
つ
つ
も
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ご
指
導
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
名
寄
市
立
智
恵
文
中
学
校　

村
田　

美
穂
）

　
次
年
度
も
出
前
講
座
の
申
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
　

　

平
成
二
十
六
年
度
は
研
修
セ
ン
タ
ー
出
前
講

座
を
九
校
で
十
一
講
座
実
施
し
ま
し
た
。
教
科

指
導
を
は
じ
め
、
生
徒
指
導
・
特
別
支
援
教

育
・
今
日
的
な
教
育
課
題
・
パ
ソ
コ
ン
実
技
・

各
種
実
技
指
導
な
ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
日

は
、
担
当
の
セ
ン
タ
ー
指
導
員
が
運
営
い
た
し

ま
す
。
校
内
研
修
や
実
技
研
修
な
ど
に
お
役
立

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

開
催
要
項
の
専
用
用
紙
に
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
い
た

だ
き
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。申
し
込
み
は
、

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

啓北中「生徒指導　10/１

多寄小「各種実技指導」　10/27

智恵文中「生徒指導」　10/９

34　ミニ道研Ｂ　１/16



上川教育研修センターだより
（６）

今
、
研
究
室
で
は

第
十
六
次
研
究
　
一
年
次

研
究
主
題
「
学
び
合
い
で
確
か
な
学
力
を
育
て
る
学
習
指
導
の
在
り
方
」

～
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
む
指
導
と
評
価
～

成　　果

○�３段階の言語活動（個人思考・集団思考・思考のまとめ）を問題解決的

な学習過程の中に意図的・計画的に位置付けることで，思考力・判断力・

表現力を育むことができた。

○�思考を促し深めるための発問，様々な考えを比較しながら思考を整理す

るための板書，効果的に言語活動を行うための学習形態などを工夫する

ことで，児童生徒の思考力・判断力・表現力を育み，確かな学力を育成

していく授業を行うことができた。

○�思考力・判断力・表現力の評価の在り方について方向性を見いだし，実

践を積み上げることができた。

課　　題

●�各教科の特質に応じた言語活動の位置付けについて，研究を深める必要

がある。

●思考力・判断力・表現力の評価について，内容を充実させる必要がある。

研
究
室
だ
よ
り

詳細は，３月発刊の研究紀要第40号をご覧ください。

一
　
本
時
の
目
標
と
指
導
の
重
点

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
２
つ
の
『
あ
あ
。』
と
い
う
会
話
文
の
違
い
の
読
み
取
り
を
通
し
て
、

会
話
文
の
意
味
や
そ
の
周
り
の
文
、
挿
絵
か
ら
場
面
の
様
子
に
つ
い
て
想
像
を
広
げ
ら
れ
る

こ
と
を
知
り
、
台
本
に
音
読
の
仕
方
や
体
の
動
か
し
方
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。」
と

し
た
。
会
話
文
を
比
較
さ
せ
た
り
、問
い
返
し
た
り
、揺
さ
ぶ
っ
た
り
す
る
発
問
を
適
宜
行
っ

た
。
ま
た
、
思
考
と
表
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
板
書
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
団
思
考
の

段
階
で
焦
点
化
や
共
有
化
を
図
り
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
指
導
の
重
点
に
基
づ
く
分
析

　

�　

比
較
さ
せ
る
発
問
を
工
夫
し
た
こ
と
が
、
個
人
思
考
を
活
性
化
す
る
手
立
て
と
な
っ
た
。

ま
た
、
構
造
的
な
板
書
の
工
夫
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
見
や
考
え
を
整
理
・
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
、思
考
と
表
現
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
が
っ
た
。

三
　
本
時
の
言
語
活
動
と
成
果

　

�

段
階
①
【
個
人
思
考
】

　

�　

何
を
手
掛
か
り
に
し
て
会
話
文
の
読
み
方
を
考
え
る

の
か
自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

　

段
階
②
【
集
団
思
考
】

　

�　

ノ
ー
ト
に
書
い
た
自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
り
、
場

面
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
交
流
し
た
り
す
る
。

　

段
階
③
【
思
考
の
ま
と
め
】

　
�　

「
会
話
文
の
意
味
」「
会
話
文
の
周
り
の
文
」「
挿
絵
」

を
手
掛
か
り
に
す
る
と
よ
い
こ
と
を
整
理
す
る
。

　

思
考
の
ま
と
め
で
整
理
さ
れ
た
手
掛
か
り
を
基
に
、

台
本
へ
の
書
き
込
み
を
行
い
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。 ～

単
元
を
貫
く
言
語
活
動
「
音
読
劇
を
し
よ
う
」
を

支
え
る
部
分
的
な
言
語
活
動
の
工
夫
～

研
究
員

の
実
践

　上川教育研修センターでは，理論研究と実践検証を行った結果，
１年次は，次のような成果と課題を明らかにすることができた。

旭
川
市
立
旭
川
第
三
小
学
校
二
年　

国
語
科

　

～
場
面
の
様
子
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
行
動
を
中
心
に

想
像
を
広
げ
な
が
ら
読
む
学
習
～

研
究
員　

竹
中　

一
三



一
　
本
時
の
目
標
と
指
導
の
重
点

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
数
量
の
関
係
を
、
文
字
を
用
い
た
式
で
ど
の
よ
う
に
表
す
か
を
、
適
当

な
数
を
用
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」
と
し
た
。
ま
ず
文
字
を
用
い
た
式

を
作
ら
せ
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
式
に
な
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
が
思
考
し
た

こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る
方
法
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
思
考
と
表
現

方
法
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
で
、
個
人
の
思
考
力
と
表
現
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
た
。

二
　
指
導
の
重
点
に
基
づ
く
分
析

　

�　

個
人
思
考
の
方
法
を
多
様
化
さ
せ
た
こ
と
で
、
集
団
思
考
で
の
比
較
検
討
が
よ
り
深
い
も

の
と
な
っ
た
。
よ
り
分
か
り
や
す
い
考
え
は
ど
れ
か
と
比
較
検
討
さ
せ
る
こ
と
、
い
か
に
簡

単
に
分
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
く
か
と
い
う
意
識

付
け
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
言
語
活
動
と
成
果

　

�

段
階
①
【
個
人
思
考
】

　

�　

文
字
を
数
に
置
き
換
え
た
り
、
数
直
線
や
図
を
用
い

た
り
し
て
説
明
す
る
方
法
を
考
え
る
。

　

段
階
②
【
集
団
思
考
】

　

�　

個
人
思
考
で
考
え
た
理
由
を
交
流
す
る
。

　

段
階
③
【
思
考
の
ま
と
め
】

　

�　

集
団
思
考
で
の
比
較
検
討
か
ら
、
ま
と
め
を
導
く
。

　

集
団
思
考
で
比
較
検
討
し
、
ま
と
め
に
つ
な
げ
る
こ

と
で
、
適
用
問
題
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
組
み
、
本
時

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

旭
川
市
立
明
星
中
学
校
一
年　

数
学
科

　

～
数
量
を
式
に
表
し
、
そ
の
考
え
方
を
表
現
す
る
学
習
～

研
究
員　

青
木　

賢
二

～
思
考
を
促
し
、
表
現
力
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
語
活
動
の
工
夫
～

研
究
員

の
実
践

　

東
川
町
立
東
川
中
学
校
一
年　

国
語
科

　

～
古
典
の
読
み
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
作
品
に
描
か
れ
た
世
界
と

現
代
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
学
習
～　

授
業
者　

菊
池　

杏
子

一
　
本
時
の
目
標
と
指
導
の
重
点

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
物
語
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
り
、
作
品
に
描
か
れ
た
世
界
と
現
代
と
の
つ

な
が
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、
竹
取
物
語
が
今
で
も
多
く
の
人
々

に
楽
し
ま
れ
て
い
る
理
由
を
探
る
と
い
う
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
を
設
定
し
、
毎
時
間
、
目

的
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
思
考
の
流
れ
を
視

覚
化
す
る
こ
と
で
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
指
導
の
重
点
に
基
づ
く
分
析

　

�　

板
書
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
一
体
化
す
る
工
夫
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
生
徒
も
思
考
の

流
れ
を
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
を
も
た
せ
る
こ
と
に
効
果
的
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
互
い
の
考
え
を
交
流
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
紹
介
し
合
う
こ

と
で
集
団
思
考
が
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

三
　
本
時
の
言
語
活
動
と
成
果

　

段
階
①
【
個
人
思
考
】

　
　

別
れ
の
場
面
で
の
か
ぐ
や
姫
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

　

段
階
②
【
集
団
思
考
】

　
　

自
分
の
考
え
を
全
体
で
発
表
す
る
。

　
　

友
達
の
考
え
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
発
表
す
る
。

　

段
階
③
【
思
考
の
ま
と
め
】

　
　

か
ぐ
や
姫
の
気
持
ち
に
気
付
く
。

　

集
団
思
考
で
交
流
さ
れ
た
考
え
を
関
連
付
け
、
個
人

の
ま
と
め
へ
と
つ
な
げ
、
本
時
の
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

～
板
書
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
一
体
化
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

生
徒
の
思
考
を
促
す
工
夫
～

協
力
校

の
実
践

上川教育研修センターだより
（７）



一
　
本
時
の
目
標
と
指
導
の
重
点

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
十
進
位
取
り
記
数
法
に
基
づ
く
考
え
（
12
×
４
＝
10
×
４
＋
２
×
４
）

を
基
に
し
て
、（
２
位
数
）
×
（
１
位
数
）
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、集
団
思
考
の
場
面
で
は
、多
く
の
児
童
に
話
す
機
会
を
も
た
せ
、

思
考
を
明
確
に
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
交
流
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、
ま
と
め
に
つ
な
が
る
全

体
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
思
考
し
や
す
く
な
り
、
表
現
力
も
高
ま
る
と
考
え
た
。

二
　
指
導
の
重
点
に
基
づ
く
分
析

　

�　

学
習
形
態
の
工
夫
で
は
、
発
表
内
容
を
聞
き
な
が
ら
児
童
が
思
考
を
深
め
て
い
け
る
よ
う

に
、
児
童
間
で
発
表
内
容
を
補
完
さ
せ
た
り
、
同
じ
内
容
を
も
う
一
度
復
唱
さ
せ
た
り
す
る

よ
う
に
配
慮
し
て
き
た
。
ま
た
、
自
分
の
意
見
と
比
較
さ
せ
る
こ
と
を
大
切
に
し
、「
同
じ

か
違
う
か
」「
似
て
い
る
か
似
て
い
な
い
か
」
を
常
に
問
い
か
け
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、意
欲
を
も
っ
て
、全
体
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
、思
考
力
や
表
現
力
が
高
ま
っ
た
。

三
　
本
時
の
言
語
活
動
と
成
果

　

�

段
階
①
【
個
人
思
考
】

　

�　

12
×
４
の
答
え
を
求
め
、
考
え
方
を
図
や
言
葉
で
ノ
ー
ト

に
表
す
。

　

段
階
②
【
集
団
思
考
】

　

�　

ま
ず
は
、
三
人
組
の
グ
ル
ー
プ
で
交
流
し
、
自
分
と
友
達

の
違
い
に
気
付
き
、
さ
ら
に
全
体
交
流
で
、
よ
り
よ
い
考
え

方
に
つ
い
て
学
び
合
う
。

　

段
階
③
【
思
考
の
ま
と
め
】

　

�　

十
の
位
と
一
の
位
に
分
け
て
か
け
算
す
る
と
よ
い
こ
と
に

つ
い
て
学
級
全
体
で
ま
と
め
る
。

　
　

思
考
の
流
れ
を
大
切
に
し
た
こ
と
で
ま
と
め
ま
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
　
本
時
の
目
標
と
指
導
の
重
点

　

�　

本
時
の
目
標
を
「
示
温
テ
ー
プ
な
ど
の
変
化
と
温
度
変
化
を
関
係
付
け
て
、
金
属
の
温
ま

り
方
に
つ
い
て
考
察
し
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
金
属
は
熱
せ
ら
れ
た
順

に
温
ま
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
た
。
ま
た
、
検
証
す
る
た
め
の
実
験

の
予
想
を
、
自
分
の
仮
説
と
関
係
付
け
て
考
え
る
発
問
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
的
意

識
を
も
た
せ
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

二
　
指
導
の
重
点
に
基
づ
く
分
析

　

�　

発
問
の
工
夫
に
よ
り
、
実
験
す
る
と
き
の
観
察
視
点
が
焦
点
化
さ
れ
、
個
人
思
考
（
考
察
）

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
理
科
室
で
は
教
室
の
よ
う
に
板
書
を
掲
示
し
て
お
く
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
Ｐ
Ｃ
に
記
録
し
テ
レ
ビ
に
映
し
出
す
工
夫
を
行
っ
た
結
果
、
検
証
は
仮

説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
仮
説
を
照
ら
し

合
わ
せ
た
考
察
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
　
本
時
の
言
語
活
動
と
成
果

　

�

段
階
①
【
個
人
思
考
】

　

�　

斜
め
に
し
た
金
属
は
ど
の
よ
う
に
温
ま
る
か
考
察

す
る
。

　

段
階
②
【
集
団
思
考
】

　
　

個
人
思
考
し
た
考
察
を
交
流
す
る
。

　

段
階
③
【
思
考
の
ま
と
め
】

　
　

結
論
を
み
ん
な
で
考
え
、
ノ
ー
ト
に
書
く
。

　

集
団
思
考
で
発
表
さ
れ
た
考
察
か
ら
、
結
論
で
使
え

そ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
し
、
ま
と
め
へ
と
つ
な
げ
、

本
時
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

旭
川
市
立
愛
宕
小
学
校
三
年　

算
数
科

　

～
二
桁
×
一
桁
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
、
表
現
す
る
学
習
～

授
業
者　

浅
田　

則
行

旭
川
市
立
東
光
小
学
校
四
年　

理
科

　

～
示
温
テ
ー
プ
の
変
化
と
温
ま
り
方
を
関
係
付
け
て
考
察
し
、

科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
学
習
～　

授
業
者　

平
井　

佐
知

～
三
人
組
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
通
し
て

　
　
　
　
　

表
現
力
を
高
め
る
学
習
形
態
の
工
夫
～

～
実
験
の
予
想
と
仮
説
を
関
連
づ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

考
え
る
発
問
の
工
夫
～

協
力
校

の
実
践

協
力
校

の
実
践

上川教育研修センターだより
（８）



上川教育研修センターだより
（９）

平成27年度　上川教育研修センター開催予定講座
番号 講座名 期日 研修内容の概要（上段：講座名　　下段：平成27年度の重点テーマ） 授業

１ いじめ・不登校 ５/12 一人一人を大切にし，「いじめ・不登校」を未然に防ぐ指導
「『いじめ・不登校』の予防と対策の在り方」

２ 特別支援教育 ５/13　①
６/12　②

個別の教育ニーズに応える多様な指導の充実を図る特別支援教育
「児童生徒の障がいの特性に応じた自立活動の指導の在り方」（②で授業研究）小・中

３ 学級経営 ５/14　①
10/13　②

児童生徒一人一人が自己実現を実感できる学級経営
「児童生徒のよさや可能性を伸ばし，信頼関係を築く学級経営」（②で授業研究）小・中

４ 学校経営Ⅰ ６/10 変化の激しい時代に対応した学校経営（学校経営Ⅰ）　※採用２年目以降の校長が対象
「新時代を切り拓く創意ある学校経営の在り方」

５ 学校経営Ⅱ ６/11 確かなリーダーシップを発揮する学校経営（学校経営Ⅱ）　※昇任２年目以降の教頭が対象
「スクールリーダーとしての教頭の在り方」

６ 読書活動 ６/12 児童生徒の主体的，意欲的な「読書活動」の推進
「読書活動を推進するための組織的な取組～学校図書館利活用の諸課題」（授業研究あり） 小

７ 書写実技 ６/23 日常に生きて働く書写力を育てる書写実技
「基礎・基本を徹底し，確実な定着を図る学習指導」　　　　 （授業研究あり） 小

８ 小学校外国語活動 ７/１ 積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育む小学校外国語活動
「小学校外国語活動の指導計画の作成と授業研究」　　　 　（授業研究あり） 小

９ 複式教育 ７/２ 主体的・創造的に学び，生きる力を育む複式教育
「学び合いにより『確かな学力』を育てる指導」　　　　 　（授業研究あり） 小

10 国語科指導 ７/28　①
９/８　②

言語活動の充実を図る国語科指導
「言語活動の充実を図る国語科指導の工夫・改善～『話すこと』・『聞くこと』」（②で授業研究）小・中

11 算数・数学科指導 ７/29　①
９/２　②

考える楽しさと学びの深まりを実感できる算数・数学科指導
「根拠を明らかにし，筋道を立てて体系的に考え表現する授業の在り方」（②で授業研究）小・中

12 外国語科（英語）指導 ７/29　①
９/２　②

コミュニケーション能力の基礎を養う外国語科（英語）指導
「『読むこと』・『書くこと』の指導と評価」　　 　　　　　　　（②で授業研究）中・小

13 道徳教育 ７/30　①
９/１　②

道徳的実践力を育成する道徳教育
「道徳の時間の授業展開について」　　　　　 　　　　　　（②で授業研究） 小・中

14 学校事務実務 ７/30
７/31

教育活動の円滑化を図る学校事務実務
「学校事務における今日的課題～教育予算における現状と今後の課題」

15 理科指導 ７/31　①
９/８　②

科学的な思考力・表現力を育てる理科指導
「『エネルギー』「粒子」領域の科学的な見方や考え方の育成」（②で授業研究）小・中

16 学校力向上対策 ８/４ 今日的な教育課題の解決を図る学校力向上対策
「確かな学力の育成を目指すアクションプラン」

17 生徒指導 ８/５　①
９/９　②

児童生徒の自己指導能力の育成を目指す生徒指導
「日々の教育活動における生徒指導の機能を生かした指導の在り方」（②で授業研究）小・中

18 生活科・総合的な学習の時間 ８/５　①
10/15　②

体験と表現が連動する生活科・協同して探究する総合的な学習の時間
「『生活科』及び『総合的な学習の時間』の充実を求めて～地域と関わる単元」（②で授業研究）小・中

19 社会科指導 ８/６　①
10/９　②

社会的な見方や考え方を養う社会科指導
「社会的事象に関する基礎的・基本的な内容を身に付けさせる指導の工夫」（②で授業研究）小・中

20 幼小連携教育 ８/６ 小学校への滑らかな接続を目指す幼小連携教育
「今日的な課題への対応（小１プロブレム・特別支援教育）」

21 ＩＣＴ活用 ８/26 授業改善に生かすＩＣＴ活用
「ＩＣＴを効果的に活用した学習指導の在り方～各種機器の基礎的な活用方法」（授業研究あり） 小

22 技術・家庭科実技 ８/26 生活をよりよく工夫しようとする実践的な態度を育てる技術・家庭科実技
「食生活と自立（中学校　技術・家庭科）」　　　　　　 　　（授業研究あり） 中

23 学級活動 ８/28 望ましい人間関係とよりよい生活を築く学級活動
「『学級や学校の生活づくり』の指導の充実」　　　　　 　　（授業研究あり） 小

24 図工・美術科実技 ８/28 感性を働かせながら，豊かな情操を養う図工・美術科実技
「〔共通事項〕を意識した授業づくり」　　　　　　　　 　　（授業研究あり） 中

25 教育講演会 ８/31 講師　栗原　慎二氏（広島大学大学院）
テーマ　「誰もが行きたくなる学校を創る」（仮題）

26 校内研修 ９/９ 年度の重点目標の具現化を目指す校内研修
「『確かな学力』を育む研修活動の充実」　　　　　　　 　　（授業研究あり） 小

27 体育科実技 ９/30 運動に親しむ基礎を培い，体力の向上を図る体育科実技
「体つくり運動，器械・器具を使った運動遊び，器械運動」　（授業研究あり） 小

28 学校・家庭・地域の連携
（社会教育） 10/８ 子どもたちの生きる力を育む学校・家庭・地域の連携（社会教育）

「地域全体で子どもたちを育てる実践～学力・体力向上」

29 国際理解教育 10/13
国際社会で主体的に生きていくための資質や能力を育てる国際理解教育
「国際理解教育の実践の工夫～総合的な学習の時間における指導」　（授業研究あり） 小

30 音楽科実技 10/14 感性を豊かに働かせて表現する音楽科実技
「歌唱の表現の工夫及び指導方法の工夫」　　　　　　 　　（授業研究あり） 小

31 保健安全指導 10/15 生命尊重と，豊かな心を育む保健安全指導
「学校におけるアレルギーに関する指導の在り方」　　 　　（授業研究あり） 小

32 ミニ道研Ａ 10/29 北海道立教育研究所によるコース別研修
「ミドルリーダー養成」・「キャリア教育」

33 ミニ道研Ｂ 10/30 北海道立教育研究所によるコース別研修
「学習評価を踏まえた授業改善」・「生徒指導，教育相談Ａ」

34 書に親しもう １/６ 自分なりの表現で書に親しむ文化講座
「心に残る言葉を題材にした小作品づくり」（午前　半日日程）

35 絵に親しもう １/６ 自分なりの表現で絵に親しむ文化講座
「切り絵で心を伝える作品制作」（午後　半日日程）

36 センター研究発表会 ２/４ 「学び合いで確かな学力を育てる学習指導の在り方」に関する第16次３か年計
画の２年次の研究を発表～センター研究員の実践，研究協力校の実践～

パ
ソ
コ
ン
実
技

Ａ
１校務のための表計算入門 7/6  10/28 成績や会計をはじめ，さまざまな校務に応じた表計算ソフトの基本的な操作について（初心者向け）
２校務のための表計算入門（個別） 8/3 日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（初心者向け）

Ｂ
１校務のための表計算活用 8/7  11/9 成績や会計をはじめさまざまな校務に応じた表計算ソフトの便利な活用について（中級者向け）
２校務のための表計算活用（個別） 1/13 日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（中級者向け）

Ｃ
１学校ウェブサイト作成と画像処理（ビルダー） 6/29 ホームページビルダーを使用した学校ウェブﾞサイトの作成の仕方や画像処理について
２学校ウェブサイト作成と画像処理（ＣＭＳ） 6/30 ＣＭＳで作成した学校ウェブﾞサイトの更新の仕方や画像処理について

Ｄ 学校で役立つプレゼンテーション 9/11 授業や各種発表会で効果的に活用するプレゼンテーションソフトの活用について
Ｅ 学校で役立つ画像処理と動画編集 12/28 教材や各種通信，掲示物の作成に活用できる画像処理，Loilo Scope2による動画編集について
Ｆ 学校で役立つタブレットＰＣ入門 7/30  1/8 タブレットＰＣの基本的な操作や，授業での活用方法・役立つアプリの紹介について
Ｇ 学校で役立つタブレットＰＣ活用 8/4　 1/15 タブレットＰＣを授業や校務で効果的・効率的に活用する方法について

～正式な日程は，４月にお届けする「研修講座開催要項」でご確認ください。～



上川教育研修センターだより
（10）

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
70
％
）
を
使
用
し
て
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「書に親しもう」・
「絵に親しもう」講座

受講者作品展示
１月16日～３月初旬

士別市立多寄中学校
生徒作品展

11月10～28日

平成27年度の講座開設の工夫
（１）‌�第15次推進計画の基本方針に添い，教職生活全般を通じた教職員等の資質能力の総合的な向上を目

指す講座運営をする。
（２）‌�教育経営研修では，教職生活の各段階で求められる専門性の基盤となる資質能力の充実を目指す講

座を開設する。
（３）‌�教育指導研修のうち，これまで実施してきた「幼稚園教育」は，幼稚園と小学校との滑らかな接続

を図る観点から「幼小連携教育」講座とする。
（４）‌�教育課題研修では，多くの今日的教育課題に対応するため，年度ごとに課題を設定する「学校力向

上対策」講座を新設する。初年度は，「学力向上」をテーマとする。また，これまで開設してきた「社
会教育」講座を「学校・家庭・地域の連携」を重視する講座に改編する。「教育講演会」は，今日的
教育課題解決を目指したテーマ設定とする。　　　

（５）‌�教科等指導研修では，小中間の連携を図るため，各校種合同で理論研修を行うとともに小中それぞ
れの授業研修を行う。

（６）‌�教科実技研修では，研究授業を重視する。また，これまでの「指導技術基礎」講座を整理・改編し，「Ｉ
ＣＴ活用」に特化する講座とする。

（７）‌�パソコン実技では，普及著しい「タブレットＰＣ講座」を入門と活用に分けて開設するとともに，
個別の課題解決など受講者のニーズに応えられる講座を開設し，複数講師による少人数指導で対応
する。

（８）北海道立教育研究所と連携し，「ミニ道研」を開催する。
（９）期限付教員の指導力向上のため，各講座への積極的参加を勧める。
（10）‌�講座開設情報は，開催要項に加え，「センターだより」，ＷＥＢサイト，電子メールによる講座案内

等により広く提供していく。
（11）講座運営に関する各種資料，関係図書の利便性をはかれる資料室の充実に努める。

資料を　　　　　　
　ご活用ください

　平成26年度は研修セン
ター講座を35講座実施しま
した。廊下には，講座の様
子を掲示しています。また，
センター事務室・１Ｆ第２
研修室には，書籍のほかに
講座で使用された講義・提
言資料に加え，学習指導案
も保管しています。どうぞ
お気軽に足を運び，ご活用
ください。

〔新設・改編講座紹介〕
新講座名 開催日 講　座　内　容

学校力向上対策

※ミドルリーダー
向けの新講座です！

８月４日
（火）

多くの今日的教育課題に対応するため，年度ごとに課題を設定し，講
義・提言・研究協議を行う講座を新設します。Ｈ27は「学力向上」をテー
マに取り上げ，研修を深めます。なお，Ｈ28は「小中連携」，Ｈ29は「キャ
リア教育」をテーマとします。

幼 小 連 携 教 育
８月６日
（木）

今までの「幼稚園教育」講座を改編し，幼小連携を強く意識した講座
です。幼児教育と小学校教育を円滑に接続させる指導の在り方につい
ての研修を一層深めます。Ｈ27は「小１プロブレム」等について取り
上げます。

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用
８月26日
（水）

今までの「指導技術基礎」講座を整理・改編し，授業改善に生かすＩ
ＣＴ活用に特化した講座です。講義・実技の他に，研究授業公開も行
います。Ｈ27は機器を複数用いたメディアミックスを取り上げます。

学校・家庭・地域

の 連 携

（社会教育）

10月８日
（木）

今までの「社会教育」講座を改編し，学校・家庭・地域の連携を強く
意識した講座です。大学・民間関係者や教育委員会社会教育主事等を
講師に，講義・提言・研究協議等を行います。Ｈ27は「学力・体力向
上」をテーマに取り上げます。

＜平成26年度の展示＞
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